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琉球におけるパインア ノプルの施肥合理化対策につ

いては香川大学教授､渡辺正一氏の勧告により､最近

筑験研究の強化､施肥標準の改定､パイン指導員の設

置､土壌調査の実現等の諸施策となって現われ､よう

やく虫要庵業として自由化に対処するJじ､構 えができつ

･あることは該庵業発展のため書びに堪 えない｡ しか

しながら筆者が最近 (1962年12月～1963年3月)普及員

の協力を得て北部地区78戸､八重山地区20戸の農家 を

対象にパインア /プルの慣行施肥丑 を調査 した結果に

よると､農家ではこの施肥改善について未だピーンと

来ていないように窺 えるので､この機会に調査結果か

ら感 じた諸点 を記述 し農家の注意を喚起 しておきたい｡

1,新 し い 施肥 標 準をよ く理解 して お く こ と ｡

パインの施肥 を行なう場合､まづ大切なよりどころ

となるものは経済局が定めた施肥標準であります｡従

来の施肥標準は1960年に定められたもので､どちらか

というと､これは全琉的に大まかにつ くられたもので､

地域性､植付期別､栽培年次別等が考慮 されておらず

実際にこれを利用する場合､不便を感 じた訳ですが､幸

し､にして1963年に新 しい施肥標準が制定されました｡

次にこれを紹介 しよう｡

萌】LJ LMfはLC柁合肥IL(パイ/' (12-3-10)

I+J*F(ハ イi'Jtウ)4 化 blTy小 I ,:::: ,l8rOOloo. ....1;朋.. ." 孟表等圭f:二.3円 認 諾 L3' t一0

OD

tlt.4 1 暮rl SH l60hL 宝玉 S E … 日7" 選 ぶ 1,.
JI 400 2tD 260 l一8

王 墓圭 溺 針 器 :: -
tr 500 340 340 )60

JFE4-5Tl 20Cb三 塁芸相 星ヨ (6nH d. !諾 m lSD

か 500 3■) NO 160

iL q nl t + qt t t I r,

(6)

即 ち､第 1表は熟畑用としてパイン配合肥料(12-3

-10)を使用する場合､第2表は新開地用としてパイ

ン配合肥料(12-6-12)を施用する場合の施用方法に
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ついて記載 されている｡先づこれらの標準 を押解する

ことが大切であります｡

2 ,施肥 墨 は も つ と よ く検 討 し よ う 十ナ

第 1妾の北部､八重山地区1年次の合計施用丑を3要

素に換算 して､調査結果による施用丑 と比較すれば次

の通 りとなっている｡
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第3表から次のことがわかる｡

④ 北部地区の3要素施用丑は基準丘 に較べて大差

はないが､窒素が僅かに少なく､燐酸は多い｡

(診 八重山地区では基準量に較べて､燐酸が多く､

窒素と加里は極めて少ない｡

その原因は④の場合は標準のパイン複合肥料(12-3

-10)に較べて燐酸分の割合が多い配合肥料 (10-6-

10)や鶏糞等が多く施用されているためであり､⑧の

場合は全般的に施用宜が少なく且つ前記のような燐酸



分の高い肥料の種類が用いられていることがうかがえ

る｡

一般 にパイン栽培では燐酸の施用量が多いとかえっ

て書があり､基本的には毎年 1本あて2gあればよい

といわれているので､反当4000本として8kg施用すれ

ば足 りることになる｡このように燐酸の多いのは施肥

上注意すべ き問題と考える｡

3,肥 料 は よく選択 しよ う ∴

パイン複合肥料は､含有成分量の差異によって多 く

の種類があり､この各種の複合肥料の外に単肥や他の

作物用の複合1巴料も数多く施用されており､ますます

多種多様化さ】tつ ･ある現状 あるから､農家が自主的

に3要素のバランスまで勘案 して施肥量を決定するは

むつかしくなって来た｡そこでパイン指導員とよく相

談 して自分の畑 によく合ったパイン用複合肥料を選定

することがよいと考える｡調査の結果では尿素が殆ん

ど施用 されていないようにうかがえるので､今後研究

すべき問題と思 う｡

4,第1回 目の施肥 は 早 目に入れよ う

パイン栽培にあたって第 1回目の施肥の遅速は煎芽 ､

開花等の初期生長に大切な関係 をもっている｡特に窒

素はきらすことなく早目に供給することが必要とされ

ている｡ところが現状では､

㊥基肥 として植付前に施用 しているもの 12%

㊥植付後 1ケ月内外で施用 しているもの 65%

㊨植付後6ケ月以上で施用 しているもの 23%

となってお り､植付後6ケ月以上で施肥 された農家

が割合多い｡これでは早 目によい果菜をとることは困

難 と考えるので､できる限 り第 1回目の施肥は基肥 と

して植付前に､遅 くとも植付後 1ケ月内外で土とよく

混ぜて施用することが望ましい｡また第 1回収穫後の

草本については､早 目に菓肺撒布することが大切であ

る｡

,追肥 の 適某月をあ や ま ち な い よ う に 注 意 し よ う

追肥の適期は施肥標準では北部地区は夏楯､春楯 と

も3月､6月､9月の3回､八重山地区では､夏櫓が

3月､5月､8月､冬椎が2月､5月､8月の3回で

あるが､年 4回追肥する場合は最後に11月頃がよいと

いわれている｡但 し人為開花促進法により約18ケ月位

で果実を収穫する場合は更に施肥量及び施肥回数 をふ

や して早急 に草本の生育を図ることが大切である｡

調査の結果追肥回数は次の通 りとなっている｡

㊥ 2回追肥 をしたもの 7%

㊥ 3回追肥 をしたもの 54%

㊥ 4回追肥 をしたもの 38%

㊨ 5回追肥 をしたもの 1%

となってお り､2回追肥が7%位 もあるから､よく

根の吸収機構 を考慮 して施肥すべ きである｡また施肥

量 も生育適期 を中心として4月下旬から9月頃までに

その大半を施すべ きで､9月以後に多量の窒素を施す

と根の吸収が伴わず､草本が徒長 して耐寒性 を低下す

るので､9月以降の施肥は加里の施用に重点 をお くこ

とがよいといわれる｡調査の結果は必ず しも前記のよ

うな施肥量施肥期が勘案されているとは思われない状

態であるから注意することが肝要である｡

以上調査の結果から特に感 じた諸点を記述 したが､

要は各農家が新 しい施肥標準 を理解 し､パイン指導員

と相談 して早目に各自の畑 に適合する施肥設計を立て､

施肥の合理化を図ってむらいたいことを念願するから

である｡
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☆ ☆ ☆ ☆ ☆

(比 嘉 信 書)


